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第21回  なにわ大賞
枚岡神社  中東弘宮司が受賞

期
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
隊

が
選
ば
れ
た
。
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
隊
の
活
動
は
本
年
で

19
年
目
を
迎
え
る
。
城
南

短
大
・
大
東
オ
ペ
ラ
パ
ー

ク
・
東
住
吉
区
民
セ
ン

タ
ー
・
ク
レ
オ
大
阪
中
央

の
４
公
演
を
、
地
域
の
人

と
親
睦
を
深
め
な
が
ら
取

り
組
ん
で
き
た
。
舞
台
の

背
景
は
段
ボ
ー
ル
90
個
を

用
い
て
製
作
。
本
年
も
東

住
吉
区
民
と
共
に
製
作

し
、
世
代
を
超
え

て
地
域
活
動
を
続

け
て
い
る
。

　

式
典
終
了
後
は

市
庁
舎
22
階
の
レ
ス
ト
ラ

ン
に
て
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー

が
催
さ
れ
、
和
や
か
か
つ

大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い

た
。 

（
小
川
秀
人
）

　

河
内
国
一
之
宮
・
枚
岡

神
社
に
古
来
よ
り
伝
え
ら

れ
る
お
笑
い
神
事
は
毎
年

12
月
23
日
に

行
な
わ
れ
て

い
る
。

　

神
話
に

は
八や

お
よ
ろ
ず

百
万

と
い
わ
れ
る

様
々
な
神
々

が
登
場
す

る
。
天ア

マ
テ
ラ
ス照

大オ
オ
ミ
カ
ミ
神
が
天

の
岩
戸
に
隠

れ
た
と
き
、
天
照
大
神
を

岩
戸
か
ら
誘
い
出
す
た
め

に
そ
れ
ら
の
神
々
が
岩

戸
の
前
に
は
せ
参
じ
た
。

天ア
メ
ノ
フ
ト太
玉ダ

マ
ノ
ミ
コ
ト
命
も
天
の
岩

戸
の
前
に
駆
け
つ
け
て
い

る
。
こ
の
神
は
注し

連め

縄な
わ
の

考
案
者
で
も
あ
り
、
天
照

大
神
が
天
の
岩
戸
か
ら
出

て
き
た
と
き
、
こ
の
神
は

す
か
さ
ず
注
連
縄
を
岩
戸

の
入
口
に
飾
っ
て
い
る
。

注
連
縄
は
岩
戸
の
入
口
を

ふ
さ
ぐ
形
と
な
り
、
天
照

大
神
が
岩
戸
に
戻
る
道
は

閉
ざ
さ
れ

た
。以
後
、

注
連
縄
は

神
体
や
神

域
の
周
り

に
張
り
巡

ら
さ
れ
る

よ
う
に
な

り
、
そ
の

内
側
は
神

聖
か
つ
清

浄
な
場
所
を
示
す
よ
う
に

な
っ
た
。
現
在
、
神
社
の

社
殿
や
鳥
居
に
注
連
縄
が

張
ら
れ
る
の
は
そ
の
た
め

だ
。

　

天
の
岩
戸
の
前
で
朗
々

と
祝の

り
と詞
を
奏
上
し
た
天ア

メ
ノ
コ児

屋ヤ
ネ

根ノ

命ミ
コ
トは
言こ

と

霊だ
ま
の
呪
力

に
秀
で
た
神
で
あ
り
、
祭

事
に
は
欠
か
せ
な
い
祝
詞

の
祖お

や

神が
み
と
な
っ
た
。

　

神
々
が
天
照
大
神
を
誘

い
出
す
た
め
に
、
踊
り
に

合
わ
せ
て
大
声
で
笑
い
続

け
た
故
事
が
「
お
笑
い
神

事
」
の
起
源
と
さ
れ
て
い

る
。

　

枚
岡
神
社
で
は
12
月
23

日
（
天
皇
誕
生
日
）
に
、

新
年
を
迎
え
る
に
当
た
り

新
し
い
注
連
縄
に
架
け
替

え
る
注し

め
連
縄
掛
け
神
事
が

午
前
10
時
か
ら
斎
行
さ
れ

る
。

　

注
連
縄
を
掛
け
替
え
た

後
に
、
中
東
宮
司
の
音
頭

の
も
と
神
職
・
氏
子
・
参

拝
者
の
一
同
で
20
分
間
に

わ
た
っ
て
笑
い
続
け
る
神

事
が
「
お
笑
い
神
事
」
だ
。

　

中
東
宮
司
の
力
強
い
高

ら
か
な
発
声
で「
ア
ッ
ハ
ッ

ハ
ー
」
の
笑
い
声
が
神
社

境
内
に
響
き
わ
た
る
。

　

巫
女
研
修
生
の
皆
さ
ん

が
壇
上
に
勢
揃
い
し
、
境

内
に
参
集
し
た
参
拝
者
が

宮
司
と
共
に
20
分
間
笑
い

を
繰
り
広
げ
る
。

　

笑
い
続
け
る
こ
と
10

分
、
15
分
と
過
ぎ
て
い
く

う
ち
に
、
女
性
が
中
心
と

な
り
参
拝
者
が
手
を
つ
な

ぎ
踊
り
出
す
。
江
戸
時
代

の
エ
ー
ジ
ャ
ナ
イ
カ
節

や
、
戦
後
の
踊
る
宗
教
を

彷
彿
と
さ
せ
る
光
景
だ
。

　

当
日
は
参
加
者
が
笑
い

を
競
い
合
う
「
大
笑
い
く

ら
べ
」
や
プ
ロ
芸
人
が
出

演
す
る
演
芸
会
の
他
に
、

「
古
事
記
の
や
さ
し
い
講

演
」
等
の
楽
し
い
企
画
が

盛
り
だ
く
さ
ん
だ
。

　

ま
た
笑
福
汁
・
甘
酒
他

の
模
擬
店
も
多
数
出
店
さ

れ
る
。

　

１
年
の
雑
念
を
笑
い
飛

ば
し
、
笑
う
こ
と
に
よ
り

福
を
呼
び
、
来
た
る
べ
き

新
年
の
開
運
を
願
う
「
お

笑
い
神
事
」に
参
加
し
て
、

日
頃
の
憂
さ
を
晴
ら
し
て

は
い
か
が
だ
ろ
う
。

　

枚
岡
神
社
は
近
鉄
奈
良

線
・
枚
岡
駅
下
車
、
徒
歩

２
分
。 

注
連
縄
掛
け
神

事
、
お
笑
い
神
事
は
12
月

23
日
（
天
皇
誕
生
日
）
午

前
10
時
よ
り
斎
行
さ
れ

る
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
サ

ン
ロ
ー
ド
商
店
街
・
３
番

街
の
カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト「
マ

リ
ー
ン
」。
店
は
こ
じ
ん

ま
り
と
し
て
い
る
が
、
昔

な
が
ら
の
洋
食
屋
さ
ん
と

い
っ
た
雰
囲
気
が
漂
っ
て

い
る
。

　

マ
ス
タ
ー
は
一
見
気
難

し
そ
う
だ
が
、
会
話
し
て

み
る
と
割
と
気
さ
く
で
話

し
や
す
い
。
名
前
は
平
尾

公
作
さ
ん
、
年
齢
は
不
詳

と
い
う
こ
と
で
シ
ャ
イ
な

性
格
と
お
見
受
け
し
た
。
　

大
阪
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

10
年
間
の
修
行
の
後
、
昭
和
の
最
後
の
年
に
開
業
し

た
。
以
来
31
年
間
、
様
々

な
洋
食
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

し
て
い
る
。

　

店
名
の
由
来
は
海
原
の

よ
う
に
大
き
く
広
く
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
マ
リ
ー
ン

と
名
付
け
た
。

　

オ
ム
ラ
イ
ス
、カ
レ
ー
、

ピ
ラ
フ
、
パ
ス
タ
等
々
、

ひ
た
す
ら
美
味
し
い
料
理

を
提
供
す
る
こ
と
に
努
め

て
き
た
。

　

そ
の
中
で
も
特
製
デ
ミ

グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
を
添
え
た

オ
ム
ラ
イ
ス
が
、
い
ち
ば

ん
人
気
を
集
め
て
い
る
。

４
種
類
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が

あ
り
、
価
格
も
７
８
０
円

〜
８
５
０
円
と
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
だ
。

　

こ
だ
わ
り
カ
レ
ー
も

美
味
し
い
。
カ
ツ
カ

レ
ー
や
ダ
ブ
ル
カ
レ
ー

（
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
＋
カ

レ
ー
）
等
、
８
種
類
が

楽
し
め
る
。
馴
染
み

客
は
家
庭
に
持
ち
帰
り

食
す
る
方
も
多
い
そ
う

だ
。

　

食
べ
ロ
グ

等
の
情
報
誌

を
頼
り
に
マ
リ
ー
ン
を
探

し
求
め
て
来
店
す
る
客
も

多
い
と
い
う
。
中
に
は
遥

か
熊
取
町
か
ら
伝
説
の
オ

ム
ラ
イ
ス
を
食
べ
に
来
た

カ
ッ
プ
ル
も
あ
っ
た
と
か
。

　

来
店
す
る
客
層
は
地
元

の
人
た
ち
や
近
隣
の
勤
め

人
が
主
で
あ
り
、
11
時
〜

14
時
の
時
間
帯
が
書
き
入

れ
時
だ
。

　

モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

も
や
っ
て
い
る
。
世
間
一

般
と
は
異
な
り
、
マ
リ
ー

ン
で
は
、
ト
ー
ス
ト
・
ゆ

で
卵
・
サ
ラ
ダ
一
式
を
無

料
提
供
、
コ
ー
ヒ
ー
等
の

お
好
み
の
ド
リ
ン
ク
料
金

の
み
を
戴
く
形
で
あ
り
、

こ
れ
ぞ
本
当
の
「
モ
ー
ニ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
」
だ
。

　

基
本
的
に
は
洋
食
メ

ニ
ュ
ー
だ
が
、
夏
の
シ
ー

ズ
ン
の
み
「
サ
ラ
ダ
冷

麺
」
８
５
０
円
を
特
別
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
お
り
、
好

評
に
つ
き
10
月
末
ま
で
味

わ
え
る
。

　

平
尾
さ
ん
の
信
条
を
伺

う
と
、
尊
敬
す
る
師
匠
の

言
葉
「
お
金
の
戴
け
る
も

の
を
提
供
す
る
」
と
い
う

答
え
が
返
っ
て
き
た
。

　

た
ま
に
寄
っ
て
み
た
く

な
る
味
の
あ
る
店
。「
五

番
街
の
マ
リ
ー
へ
」
な
ら

ぬ
サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街
の

マ
リ
ー
ン
だ
。

 
（
小
川
秀
人
）
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喜
多
の
湯 

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

12
月
23
日 （
天
皇
誕
生
日
） に
斎
行

枚岡神社の
中東弘宮司

工場写真の
川勝親さん

金剛組匠会の
木内繁男会長

ミュージカル隊
の光本真彩さん

お
笑
い
神
事
を
一
大 

ム
ー
ブ

メ
ン
ト 

に
創
生

2018・８・15

　

権
力
を
握
る
の
は
気
持
ち
が
よ
い
。
た

だ
し
、
正
し
く
使
え
ば
尊
敬
さ
れ
る
が
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
悪
徳
者
扱
い
だ
。
だ
か

ら
自
己
規
制
が
必
要
と
な
る
。
権
力
の
座

に
つ
い
た
人
間
は
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
行

動
や
言
動
に
対
し
て
反
省
も
な
く
、
全
て

が
正
し
い
も
の
と
し
て
存
在
を
誇
示
し
て
い
く
か

ら
厄
介
だ
。　

　

悪
質
タ
ッ
ク
ル
問
題
で
日
本
大
学
田
中
理
事
長

（
71
）
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
謝
罪
し
、
報
道
熱

も
冷
め
た
頃
、
日
本
ボ
ク
シ

ン
グ
連
盟
の
３
３
３
人
が
山

根
明
会
長
（
78
）
を
告
発
し

た
。　
　

　

昭
和
初
期
生
ま
れ
の
ボ
ス
は
滅
私
的
、家
族
的
、

親
分
肌
な
ど
と
言
わ
れ
た
義
理
・
人
情
・
浪
花
節
タ

イ
プ
だ
。「
人
の
た
め
世
の
た
め
」
が
口
癖
で
「
お

れ
に
つ
い
て
こ
い
」
と
金
持
ち
の
責
任
感
の
よ
う

な
お
お
ら
か
さ
が
あ
っ
た
。
こ
の
２
人
は
こ
の
よ

う
な
先
輩
に
育
て
ら
れ
た
は
ず
だ
が
。

　

ボ
ク
シ
ン
グ
連
盟
に
は
助
成
金
不
正
使
用
や
利

権
、
暴
力
な
ど
暗
い
独
裁
の
顔
が
あ
っ
た
。
カ
メ

ラ
の
前
で
山
根
会
長
は
「
辞
め
ま
せ
ん
」
と
断
言
。

利
権
の
保
持
と
忖
度
し
ま
く
る
側
近
た
ち
の
保
身

も
見
え
る
。
さ
ら
に
海
外
で
は
カ
リ
ス
マ
性
を
誇

示
し
、
こ
の
４
月
、
日
大
客
員
教
授
の
肩
書
ま
で

得
た
。
山
根
会
長
は
バ
ッ
ハ
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
に
ど
う

対
応
す
る
の
か
実
力
を
見
た
い
。　

　

長
年
、同
じ
権
力
の
座
に
す
わ
る
の
は
危
険
だ
。

最
後
は
「
裸
の
王
様
」
に
さ
れ
る
。

　
「
権
力
は
腐
敗
す
る
。
絶
対
権
力
は
絶
対
的
に

腐
敗
す
る
」
は
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
学
者
ア
ク
ト
ン

の
言
葉
で
あ
る
。
役
人
な

ど
が
「
わ
い
ろ
」
で
買
収

さ
れ
る
よ
う
に
権
力
を
使

う
人
間
や
そ
の
行
為
が
、
不
正
を
は
た
ら
き
堕
落

す
る
こ
と
を
い
う
。

　

権
力
は
魔
法
の
杖
、
魔
物
で
あ
る
。
経
験
的
に

い
え
ば
、
権
力
の
魅
力
は
サ
ド
的
エ
ク
ス
タ
シ
ー

と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
に
あ
る
と
思
う
。

　

ボ
ク
シ
ン
グ
連
盟
の
告
発
は
五
輪
利
権
に
群
が

る
黒
い
ア
リ
ど
も
を
撲
滅
す
る
絶
好
機
だ
。
真
の

原
因
（
真
因
）
追
及
を
期
待
す
る
。
善
な
る
権
力

は
腐
ら
な
い
。

晴耕雨読

権
力
は
魔
物

八尾市二俣１―８
TEL 072－976－4126
《営業時間》
月～金　朝10時～深夜１時
土・日・祝　朝９時～深夜１時
《入浴料》
大人750円（土・日・祝850円）
小人350円（土・日・祝400円）
幼児200円（全日）

八尾温泉 喜多の湯

東大阪市喜里川町2－18
☎072－988-2014
営業時間：9～20時
休日：不定休　

カフェ・レスト マリーン

小
物
金
属
加
工
製
品
の
中
国
調
達
・
販
売

多
品
種
・
小
ロ
ッ
ト
金
属
削
り
出
し
加
工
品

株
式
会
社

東
華
機
械

代
表
取
締
役　
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（
日
本
・
中
国
共
通
）

セラミック加工品

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～          　     （１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

昔
な
が
ら
の
洋
食
屋
さ
ん

ん
じ

き
び

「
人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

こんな時の

必
需
品

大雨 洪水 津波 台風

共同開発

  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社

津波緊急時高台避難鎖階段
逃げるんだ・登るんだ

簡単に設置できる、避難はしごの決定版

　

な
に
わ
大
賞
は
、
な
に
わ
名
物
開
発
研
究
会
（
野
杁
育
郎
代
表
幹
事
）

が
選
考
し
、
年
１
回
授
賞
し
て
い
る
。
文
化
・
歴
史
・
芸
能
・
ア
ー
ト
等
々

の
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
、
大
阪
ら
し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
し
て
い
る

個
人
・
団
体
を
顕
彰
し
、
毎
年
７
月
28
日 （
な
に
わ
の
日
） 

に
賞
の
贈
呈

式
を
開
催
し
て
い
る
。

枚岡
～瓢箪山商店街めぐり

楽 し い お 店 紹 介 ― ⑫

マリーン
カフェ・レスト

その他の受賞者（敬称略）
準大賞　なにわ語り部の会
大阪観光局長特別賞　大阪まちプロデュース
関西 ・ 大阪 21 世紀協会賞　4mロボットプロジェクト
東大阪市長特別賞　西川梅十三
なにわの虹特別賞　にじいろのネジプロジェクト

　

Ｊ
Ｒ
志
紀
駅
か
ら
徒
歩
５
分
の
と
こ
ろ
に
八

尾
温
泉
喜
多
の
湯
が
７
月
31
日
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
し
た
。
地
区
最
大
級
の
ス
ー
パ
ー
銭

湯
。
２
階
建
で
、
１
階
に
は
岩
盤
エ
リ
ア
、
グ

ル
メ
エ
リ
ア
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
が

あ
り
、
２
階
に
は
内
風
呂
エ
リ
ア
、
露
天
エ
リ

ア
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
エ
リ
ア
（
８
月
20
日
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
）
が
あ
る
。

　

目
玉
は
露
天
エ
リ
ア
の
水
素
温
泉
だ
。
生
活

習
慣
病
の
改
善
や
老
化
防
止
が
期
待
で
き
る
。

　

な
に
わ
大
賞
は
い
わ
ば

民
間
の
文
化
勲
章
と
も
言

え
よ
う
。
本
年
、
第
21
回

は
枚
岡
神
社
の
中
東
弘
宮

司
が
受
賞
し
た
。
古
来
よ

り
伝
承
さ
れ
る
「
お
笑
い

神
事
」
を
神
職
・
氏
子
の

み
な
ら
ず
、
数
多
く
の
参

詣
者
と
共
に
、
参
加
者
４

千
人
超
の
一
大
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
に
創
生
し
た
功
績
が

大
き
く
評
価
さ
れ
た
。

　

本
年
の
贈
呈
式
会
場
は

初
め
て
大
阪
市
内
よ
り
東

大
阪
市
役
所
ロ
ビ
ー
に
移

さ
れ
、
野
田
義
和
市
長
を

は
じ
め
と
し
て
多
く
の
来

賓
が
中
東
弘
宮
司
の
受
賞

を
祝
し
た
。

　

準
大
賞
に
は
工
場
写
真

の
川
勝
親
さ
ん
（
株
式
会

社
川
勝
溶
工
所
）
が
輝
い

た
。
川
勝
さ
ん
は
70
年
間

も
の
づ
く
り
に
携
わ
っ
て

き
た
溶
接
専
門
の
職
人
だ
。

　

東
大
阪
は
ピ
ー
ク
時
１

万
軒
を
数
え
た
製
造
業
の

町
だ
が
、
現
在
は
６
３
０

０
軒
弱
に
減
少
。
川
勝
さ

ん
は
２
０
０
３
年
か
ら
変

わ
り
ゆ
く
町
工
場
や
職
人

の
姿
を
写
真
に
残
し
て
い

る
。
古
い
機
械
、
職
人
を

撮
っ
た
写
真
は
２
万
点

超
。
語
り
部
な
ら
ぬ
撮
り

部
、
写
し
部
と
し
て
今
日

も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て

い
る
。

　

な
に
わ
の
匠
特
別
賞
に

は
金
剛
組
匠
会
（
木
内
繁

男
会
長
）
が
選
ば
れ
た
。

金
剛
組
は
１
４
０
０
年
の

歴
史
を
有
す
る
。
専
属
宮

大
工
「
匠
会
」
８
組
１
０

０
人
が
技
術
の
伝
承
に
努

め
て
い
る
。

　

さ
わ
や
か
エ
イ
ジ
特
別

賞
に
は
大
阪
城
南
女
子
短

無
料
駐
車
場
３
０
０
台
完
備

第21回 なにわ大賞祝
大
阪
城
南
女
子
短
期
大
学

　
　
　
　

  

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
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湯
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東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成３０年８月１５日（水）

オープン キャンパス 子どもたちの笑い声響く
　

東
大
阪
大
学
・
東
大
阪
大
学
短
期
大
学
（
村
上
靖
平
学
長
）

は
全
国
で
初
め
て
「
こ
ど
も
学
部
こ
ど
も
学
科
」
を
設
立
し
た

（
２
０
０
３
年
４
月
）。
こ
ど
も
学
部
は
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
を
総
合
的
に
、
そ
し
て
子
ど
も
の
視
点
か
ら
学
ぶ
学
科
だ
。

ゆ
く
ゆ
く
は
保
育
士
や
小
学
校
教
諭
の
免
許
・
資
格
を
獲
得
で

き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
ア
ジ
ア
こ
ど
も
学
科
を

本
年
度
か
ら
設
け
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
に
学
び
の
機
会
を
与

え
る
。
現
在
１
学
年
で
80
人
の
外
国
人
留
学
生
が
在
籍
し
て
い

る
（
中
国
・
韓
国
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
）。

昨
今
話
題
に
上
が
っ
て
い
る
在
留
資
格
や
就
職
先
の
問
題
な
ど

も
ク
リ
ア
に
し
、「
日
本
に
お
け
る
ア
ジ
ア
、
ア
ジ
ア
に
お
け

る
日
本
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
語
学
力
だ
け
で
な
く
文
化
・
社
会
・

経
済
・
く
ら
し
と
い
っ
た
こ
ど
も
学
＋
α
の
素
養
を
育
て
る
。

　

東
大
阪
大
学
短
期
大
学
部
で
は
実
践
食
物
学
科
・
実
践
保
育

学
科
・
実
践
福
祉
学
科
の
３
つ
の
学
科
が
あ
り
、
栄
養
士
や
パ

テ
ィ
シ
エ
、保
育
士
、介
護
士
を
育
て
る
充
実
し
た
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

　

当
日
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
並
行
し
て
「
こ
ど
も
応
援

ひ
ろ
ば
２
０
１
８
・
パ
ー
ト
Ⅰ
」
が
同
時
開
催
さ
れ
た
。
こ
ど

も
応
援
ひ
ろ
ば
で
は
こ
ど
も
学
科
の
「
子
育
て
支
援
演
習
」
の

４
年
次
受
講
生
が
、
担
当
教
員
の
指
導
の
も
と
、
企
画
・
運
営

計
画
を
立
て
、
こ
ど
も
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
に
、
開
催
準
備
を

進
め
た
。
会
場
に
は
２
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
（
子
ど
も
・

保
護
者
を
含
め
）
が
集
ま
っ
た
。
学
生
中
心
の
企
画
・
運
営
で

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
か
ら
５
年
目
に
な
る
。
施
設
内
に
は

子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
笑
い
声
が
響
い
た
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
カ
レ
ー
パ
ン
づ
く
り
や
ス
イ
ー

ツ
づ
く
り
、
介
護
体
験
に
赤
ち
ゃ
ん
の
抱
き
方
な
ど
、
本
大
学

の
特
色
を
十
分
に
活
か
し
た
体
験
型
の
講
座
が
開
か
れ
た
。

　

東
大
阪
大
学
・
東
大
阪
大
学
短
期
大
学
部
が
他
の
大
学
と
違

う
点
は
座
学
だ
け
で
な
く
実
践
的
な
学
習
が
充
実
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。
保
育
に
関
し
て
言
え
ば
、「
こ
ど
も
研
究
セ
ン

タ
ー
」
の
運
営
方
針
に
よ
り
、
幼
児
だ
け
で
な
く
保
護
者
同
伴

で
学
び
と
遊
び
の
時
間
を
共
に
す
る
。
学
生
た
ち
は
現
場
の
体

験
、
さ
ら
に
は
保
護
者
た
ち
の
声
が
直
接
届
く
た
め
、
疑
似
的

に
仕
事
を
体
験
で
き
る
。
こ
れ
は
学
生
に
と
っ
て
も
保
護
者
に

と
っ
て
も
大
変
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
現
場
の
問
題
点
だ
が
、

一
般
的
に
は
就
職
し
た
後
に
し
か
体
験
で
き
な
い
。
園
内
の

こ
と
だ
け
で
な
く
保
護
者
と
の
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ら
ば
尚
更
の
こ
と
で
あ
る
。
子
ど
も
や
保
護

者
と
優
良
な
関
係
性
を
築
き
上
げ
な
が
ら
学
び
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
な
か
な
か
で
き
な
い
体
験

で
あ
る
。

　

こ
ど
も
広
場
は
一
般
の
人
で
も
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
参
加
費
１
０
０
円
（
こ
ど
も
１
人
１
食
に
つ
き

お
や
つ
代
と
し
て
）。 

（
嶋
津
亮
太
）

東大阪大学 東大阪大学 短　期大學部

代
表
す
る
ジ
ャ
ズ
歌

手
オ
リ
ガ
・
ヴ
ォ
イ

チ
ェ
ン
コ
さ
ん
は
じ

め
ウ
ク
ラ
イ
ナ
名
誉

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な

ど
、
錚
々
た
る
音
楽

家
が
出
演
し
た
。
特

別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、

日
本
で
活
躍
す
る
２

人
の
歌
手
エ
バ
・
ハ

ダ
シ
さ
ん
（
キ
エ
フ

出
身
）
と
Ｏ
ｎ
ｏ 

Ａ
ｋ
ｉ
さ
ん
（
大
阪
出

身
）
が
出
演
し
た
。

　

２
人
は
こ
の
日
の
前

に
国
立
タ
ウ
リ
ダ
大
学

１
０
０
周
年
記
念
会
、

キ
エ
フ
青
少
年
芸
術
ア

カ
デ
ミ
ー
で
も
歌
っ

た
。
ま
た
、
Ｏ
ｎ
ｏ 

Ａ
ｋ
ｉ
さ
ん
は
西
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
古
都
リ
ヴ
ィ

ウ
の
工
科
大
学
図
書
館

ホ
ー
ル
で
も
単
独
ラ
イ

ブ
を
開
い
た
。

　

日
本
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
架
け
橋
と
し
て
活
躍

す
る
２
人
の
歌
手
の
活

躍
に
両
国
か
ら
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
６
月
11
日
、

Ｏ
ｎ
ｏ 

Ａ
ｋ
ｉ
さ
ん

は
キ
エ
フ
郊
外
の
幸
福

村
に
あ
る
幸
福
小
学
校

を
訪
れ
、
現
地
の
小
学

生
に
日
本
の
歌
を
紹
介

　
「
え
？
…
何
で
？
」

　
「
…
知
ら
ん
」

　
「
何
だ
よ
！　

真
面
目
な
２
人
で
し
ょ
？　

お
互

い
悪
い
影
響
な
ん
て
出
さ
な
い
で
し
ょ
？
」

　
「
知
ら
ん
！　

恋
っ
ち
ゅ
う
の
は
気
を
狂
わ
せ
る

ん
ち
ゃ
う
か
？
」

　
「
え
ぇ
？　

そ
う
い
う
こ
と
？
」

　
「
一
目
会
っ
た
そ
の
日
か
ら
…
っ
ち
ゅ
う
や
つ
で
、

と
に
か
く
遊
ん
で
ば
っ
か
り
で
全
く
働
か
ん
よ
う
に

な
っ
て
も
う
た
。
織
姫
が
機
織
り
を
せ
ぇ
へ
ん
も
ん

や
か
ら
神
様
の
服
も
ボ
ロ
ッ
ボ
ロ
に
な
っ
て
も
う

た
。
彦
星
も
世
話
せ
ぇ
へ
ん
か
ら
牛
が
ガ
リ
ッ
ガ
リ

に
、
畑
も
ボ
ー
ボ
ー
に
荒
れ
放
題
。
こ
れ
に
怒
っ
た

神
様
が
２
人
を
離
れ
離
れ
に
し
た
ん
や
」

　
「
え
？　

そ
う
な
の
？　

そ
ん
な
感
じ
？
」

　
「
そ
う
や
」

　
「
…
っ
て
い
う
か
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ
ね
、
こ
の
話
」

　
「
え
？
」

　
「
だ
っ
て
神
様
が
わ
ざ
わ
ざ
織
姫
に
彦
星
を
紹
介

し
た
の
に
、
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
か
ら
っ
て
会
え

な
く
し
た
ん
で
し
ょ
？
」

　
「
そ
う
や
な
」

　
「
織
姫
と
彦
星
の
心
を
弄
ん
で
ん
じ
ゃ
ん
」

　
「
…
確
か
に
な
」

　
「
神
様
が
無
理
に
会
わ
せ
な
か
っ
た
ら
、
別
に
何

の
問
題
も
な
く
２
人
は
真
面
目
に
働
い
て
た
ん
で
し

ょ
？　

神
様
っ
て
余
計
な
こ
と
す
る
よ
ね
」

　
「
良
か
れ
と
思
っ
て
の
こ
と
や
か
ら
な
」

　
「
そ
う
い
う
の
を
〝
親

切
が
過
ぎ
る
〞
っ
て
言
う

ん
だ
よ
。
こ
の
話
の
中
で

一
番
悪
い
の
は
神
様
だ
」

　
「
い
や
、
誰
が
悪
い
と

か
そ
う
い
う
話
を
し
て

る
ん
じ
ゃ
な
い
ね
ん
け
ど

な
」

　
「
え
？　

ち
ょ
っ
と
待

っ
て
。
じ
ゃ
あ
何
で
七

夕
の
日
に
だ
け
会
え
る
の
？　

そ
う
い
う
話
で
し

ょ
？
」

　
「
せ
や
ね
ん
。
実
は
、
２
人
を
離
れ
離
れ
さ
せ
た

ん
や
け
ど
、
２
人
と
も
も
う
働
か
ん
よ
う
に
な
っ
て

も
う
て
ん
」

　
「
え
？　

ス
ト
ラ
イ
キ
的
な
？
」

　
「
違
う
違
う
。
ど
っ
ち
か
と
言
う
と
失
意
の
ど
ん

底
、
気
力
が
全
く
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
何
に
も

手
に
つ
か
へ
ん
状
態
や
」

　
「
恋
だ
ね
〜
」

　
「
は
ぁ
〜
ホ
ン
マ
の
恋
っ
て
そ
ん
な
も
ん
か
ね
」

　
「
離
れ
離
れ
に
し
た
は
い
い
け
ど
、
そ
れ
で
も
働

か
ん
２
人
を
見
て
神
様
は
困
っ
た
。そ
こ
で
考
え
た
。

７
月
７
日
、
つ
ま
り
七
夕
の
夜
に
だ
け
天
の
川
を
渡

っ
て
会
え
る
よ
う
に
し
た
ろ
、
と
」

　
「
な
る
ほ
ど
。
そ
こ
に
繋
が
る
ん
だ
ね
」

　
「
そ
う
、
２
人
が
真
面
目
に
働
く
こ
と
を
約
束
す

る
ん
や
っ
た
ら
」

　
「
交
換
条
件
…
や
っ
ぱ
り
神
様
っ
て
良
く
な
い
よ
」

　
「
そ
う
い
う
話
ち
ゃ
う
ね
ん
！　

そ
れ
で
、
織
姫

と
彦
星
は
年
に
１
回
会
う
た
め
に
一
生
懸
命
働
き
始

め
た
。
め
で
た
し
、
め
で
た
し
っ
て
い
う
話
」

　
「
外
道
だ
よ
。
褒
美
の
た
め
に
働
か
す
な
ん
て
。

や
っ
ぱ
り
会
わ
な
い
方
が
良
か
っ
た
ん
じ
ゃ
ん
。
人

の
心
を
弄
ん
で
る
だ
け
じ
ゃ
ん
」

　

ふ
と
八
柳
は
遠
く
に
視
線
を
や
っ
た
。

　
「
そ
っ
か
ぁ
。
ホ
ン
マ
も
ん
の
恋
っ
ち
ゅ

う
の
は
真
面
目
な
奴
の
心
も
狂
わ
せ
て
ま
う

ね
ん
な
」

　

翔
平
は
じ
っ
と
八
柳
を
見
つ
め
た
。

　
「
そ
う
思
っ
た
ら
俺
、
そ
ん
な
恋
し
た
こ

と
な
い
わ
」

　

昼
休
憩
が
終
わ
る
ベ
ル
の
音
が
気
の
狂
っ

た
蝉
の
よ
う
に
暑
苦
し
く
鳴
り
響
い
た
。

　
「
織
姫
と
彦
星
は
会
え
た
の
だ
ろ
う
か
？
」

鈍
く
光
る
灰
色
の
雲
を
見
上
げ
て
翔
平
は
ふ
と
そ
う

思
っ
た
。
毎
年
こ
の
時
期
は
雨
の
日
が
続
く
。
降
ら

な
く
と
も
気
持
ち
の
良
い
ほ
ど
の
晴
れ
や
か
な
星
空

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
も
は
や
〝
奇
跡
〞
だ
。

毎
年
毎
年
、
天
の
川
を
渡
る
こ
と
が
で
き
ず
に
「
１

年
後
の
７
月
７
日
こ
そ
」
と
祈
り
を
始
め
る
の
だ
ろ

う
か
。
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
翔
平
は
か
ぶ

り
を
振
っ
た
。
き
っ
と
会
え
て
い
る
は
ず
だ
。
天
の

川
は
遥
か
上
空
│
分
厚
い
雲
の
さ
ら
に
上
を
流
れ
て

い
る
の
だ
。
低
気
圧
の
影
響
は
一
切
受
け
ず
に
、
自

由
に
逢
瀬
を
重
ね
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
重
ね
る
と
い

っ
て
も
１
年
に
一
度
だ
け
の
話
だ
が
。

　

翔
平
は
昼
間
の
八
柳
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
い

た
。

　
「
サ
ボ
っ
て
ば
っ
か
り
や
か
ら
会
わ
れ
へ
ん
よ
う

に
し
た
ん
や
で
」

　

小
鼻
を
ぷ
く
り
と
膨
ら
ま
せ
た
八
柳
は
得
意
気
な

表
情
で
あ
る
。

　
「
え
、
そ
う
な
の
？　

ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト

的
な
や
つ
じ
ゃ
な
い
の
？
」

　
「
ち
ゃ
う
ち
ゃ
う
。
身
分
の
差
と
か
、
そ
う
い
う

〝
逆
境
や
か
ら
燃
え
る
〞
っ
ち
ゅ
う
設
定
や
な
い
ね

ん
。
た
だ
た
だ
働
か
ん
か
っ
た
だ
け
」

　
「
え
ー
っ
。
そ
れ
は
な
ん
か
拍
子
抜
け
だ
な
」

　

改
め
て
思
い
返
し
て
み
る
と
翔
平
は
七
夕
の
物
語

を
最
初
か
ら
ち
ゃ
ん
と
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
「
最
初
か
ら
説
明
す
る

で
」

　

八
柳
は
机
に
両
肘
を
立

て
喋
り
出
し
た
。
猫
背
に

な
る
こ
と
で
小
柄
な
体
が

よ
り
小
さ
く
な
っ
た
。

　
「
織
姫
っ
て
い
う
の
は

神
様
の
娘
や
ね
ん
。
こ
れ

が
縫
物
が
大
の
得
意
。
毎

日
、
真
面
目
に
裁
縫
し
て

服
を
作
っ
て
た
。
言
う
て
み
た
ら
ア
パ
レ
ル
系
や
」

　
「
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
。
誰
の
た
め
の
服
を
縫
っ
て

た
の
？
」

　
「
神
様
た
ち
。
日
本
は
〝
八
百
万
の
神
〞
っ
ち
ゅ

う
く
ら
い
や
か
ら
、
神
様
が
ご
ま
ん
と
お
る
。
そ
の

神
様
た
ち
の
た
め
に
休
み
な
く
機
織
り
を
し
て
シ
ャ

レ
シ
ャ
レ
の
服
を
作
っ
て
た
。
神
様
は
そ
ん
な
織
姫

の
こ
と
が
自
慢
や
っ
た
。
で
も
、
自
分
の
格
好
に
気

を
遣
わ
ず
に
た
だ
た
だ
真
面
目
一
徹
に
自
分
以
外
の

神
様
の
服
を
作
っ
て
ば
か
り
い
る
娘
を
不
憫
に
思
っ

た
」

　
「
そ
ん
な
に
真
面
目
だ
っ
た
ん
だ
」

　
「
い
や
、
ほ
ん
ま
珍
し
い
で
。
自
ら
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
に
飛
び
込
ん
だ
み
た
い
な
も
ん
で
。
せ
や
か
ら
可

哀
そ
う
や
な
ぁ
と
思
う
て
、
言
う
た
ら
年
頃
の
女
子

が
働
い
て
ば
か
り
な
わ
け
や
か
ら
」

　
「
確
か
に
、
そ
れ
は
も
っ
た
い
な
い
ね
」

　
「
ち
ょ
っ
と
息
抜
き
で
も
し
た
方
が
い
い
、
と
。

そ
れ
で
彦
星
を
紹
介
し
た
」

　
「
え
？　

自
分
の
親
か
ら
の
紹
介
だ
っ
た
ん
だ
。

彦
星
が
悪
い
男
だ
っ
た
の
？
」

　
「
い
や
、
そ
う
で
も
な
い
ね
ん
。
っ
て
い
う
か
彦

星
っ
て
何
の
仕
事
し
て
る
か
知
っ
て
る
？
」

　
「
え
？
…
何
だ
っ
け
？
」

　
「
お
前
何
も
知
ら
ん
な
」

　
「
い
や
…
、
え
、
何
だ
ろ
う
？
」

　
「
牛
飼
い
や
」

　
「
あ
ぁ
！　

確
か
そ
ん
な
だ
っ
た
ね
」

　
「
し
ら
こ
い
の
。
別
に
彦
星
が
悪
い
奴
や
っ
た
わ

け
で
も
な
い
ね
ん
。
そ
ん
な
奴
や
っ
た
ら
神
様
も
自

分
の
娘
を
わ
ざ
わ
ざ
紹
介
せ
ぇ
へ
ん
や
ろ
」

　
「
あ
ぁ
、
そ
う
だ
よ
ね
」

　
「
彦
星
も
織
姫
と
同
じ
く
〝
ク
ソ
〞
が
つ
く
ほ
ど

真
面
目
や
っ
た
。
で
も
な
、
こ
の
２
人
が
出
会
っ
て

変
わ
る
ん
や
な
。
あ
れ
だ
け
真
面
目
や
っ
た
２
人
が

会
う
こ
と
ば
か
り
に
夢
中
に
な
っ
て
働
か
ん
よ
う
に

な
っ
て
も
う
て
ん
」

河
内
の
カ
フ
カ嶋津 

亮
太

（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

連 載

小 説

―⑲―

次
号
（
９
月
15
日
付
）
に
続
く

河内のカフカ
八尾バスケ祭り2018

　

一
般
社
団
法
人
ア
ク
リ

ル
運
動
部
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
（
稲
垣
圭
悟

代
表
理
事
）
主
催
の

八
尾
バ
ス
ケ
祭
り
２

０
１
８
が
、
７
月
28

日
に
八
尾
市
立
総

合
体
育
館
ウ
イ
ン

グ 

（
八
尾
市
青
山
町

３
）
の
メ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ

た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

は
ダ
ン
ス
教
室
Ｆ
・

Ｄ
・
Ｓ
〝
Ｐ
Ｏ
Ｎ
‐

Ｐ
Ｏ
Ｎ
〞
の
ダ
ン
ス

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

　

大
阪
エ
ヴ
ェ
ッ
サ

か
ら
八
尾
市
出
身
の

木
下
博
之
選
手
と
合

田
怜
選
手
、
進
行
に

は
ス
タ
ジ
ア
ム
Ｍ
Ｃ

の
た
つ
を
さ
ん
が
来

た
。
お
楽
し
み
イ

ベ
ン
ト
タ
イ
ム
で

は
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
質

問
タ
イ
ム
、
ス
リ
ー
ポ
イ

ン
ト
シ
ュ
ー
ト
対
決
、
フ

リ
ー
ス
ロ
ー
、
八
尾
市

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

会
に
所
属
す
る
チ
ー
ム

参
加
の
ゴ
ー
ル
玉
入
れ

対
戦
、
全
員
参
加
で
の

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
行

わ
れ
た
。
選
手
サ
イ
ン

入
り
の
豪
華
な
賞
品
を

狙
い
、
参
加
者
の
目
は

真
剣
そ
の
も
の
。

　

レ
ジ
ェ
ン
ド
選
手
と

交
流
が
で
き
、
子
ど
も

た
ち
に
は
夏
休
み
最
高

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。
あ
っ

と
言
う
間
に
時
間
が
過

ぎ
、
田
中
誠
太
市
長
と

中
山
晶
子
教
育
長
も
入

り
、
記
念
撮
影
し
て
幕

を
閉
じ
た
。

中国 ・ 広州から邦楽体験のため来日

　

７
月
19
日
に
中
国
の
広

州
か
ら
来
日
し
た
グ
ル
ー

プ
を
取
材
し
た
。
名
門
の

音
楽
学
校
「
月
泉
国
楽
」

の
先
生
と
生
徒
、
保
護
者

の
８
人
が
邦
楽
体
験
を
す

る
た
め
や
っ
て
来
た
。

　

日
本
中
探
し
た
が
、
邦

楽
全
般
を
教
え
て
く
れ
る

と
こ
ろ
は
ど
こ
に
も
な

か
っ
た
。
１
種
類
か
せ
い

ぜ
い
２
種
類
の
和
楽
器
。

よ
う
や
く
辿
り
つ
い
た
の

が
井
上
邦
楽
会
（
井
上
整

憧
家
元
）
だ
っ
た
。
尺
八

か
ら
三
味
線
、沖
縄
三
線
、

琴
、
小
鼓
、
横
笛
ま
で
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
和
楽
器

を
教
え
て
も
ら
え
る
。
何

度
も
や
り
取
り

を
重
ね
て
邦
楽

体
験
会
が
実
現

し
た
。

　

７
月
20
日
、

会
場
は
国
史

跡
・
重
要
文
化

財
の
鴻
池
新
田

会
所
（
東
大
阪

市
鴻
池
元
町

２
）。
ま
ず
は

井
上
邦
楽
会
が

「
花
す
み
れ
」

を
小
鼓
・
琴
・

尺
八
・
三
味
線

で
演
奏
。
情
緒

豊
か
な
演
奏
に

参
加
者
は
静
に

耳
を
傾
け
て
い

た
。
次
に
和
楽

器
の
説
明
。
そ

し
て
、
和
楽
器

演
奏
体
験
。
学

生
た
ち
は
中
国

琵
琶
を
習
得
し

て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
三

味
線
や
琴
は
す
ぐ
に
奏
で

る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
、
尺
八
だ
け
は
音
が
出

ず
、首
を
ひ
ね
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
中
国
の
学
生

に
よ
る
中
国
琵
琶
演
奏
。

優
雅
な
音
色
が
会
場
に
響

い
た
。

　

最
後
に
浴
衣
を
着
て
、

庭
で
記
念
写
真
。
あ
っ
と

い
う
間
の
２
時
間
半
だ
っ

た
。

　

先
生
に
と
っ
て
も
学
生

た
ち
に
と
っ
て
も
邦
楽
体

験
は
予
想
以
上
に
楽
し

か
っ
た
よ
う
で
、
今
後
さ

ら
に
交
流
が
深
ま
り
そ
う

だ
。

　

井
上
邦
楽
会
で
は
こ
れ

を
機
に
、
外
国
人
を
対
象

に
邦
楽
体
験
会
を
考
え
て

い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
井

上
邦
楽
会
（
☎
06
―
８
７

８
９
―
９
２
０
０
、
近
鉄

奈
良
線
河
内
小
阪
駅
北
徒

歩
５
分
）
へ
。

第
３
回
ジ
ャ
ズ 

・ 

ハ
ウ
ス
・ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

第
３
回
ジ
ャ
ズ
・
ハ
ウ

ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
６

月
10
日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

首
都
キ
エ
フ
で
開
か
れ

た
。
会
場
は
独
立
広
場

の
近
く
に
あ
る
国
際
文

化
・
芸
術
セ
ン
タ
ー
（
元

オ
ク
ト
ー
バ
ー
・
パ
レ
ス

劇
場
）。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を

イ・ベ・ン・ト

　

７
月
29
日
、
台
風
が
過
ぎ
去
っ

た
後
の
晴
れ
や
か
な
空
模
様
の
な

か
、
東
大
阪
大
学
・
東
大
阪
大
学

短
期
大
学
部
（
東
大
阪
市
西
堤
学

園
町
３
―
１
―
１
）
で
は
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
催
さ
れ
た
。

体験型講座

大阪エヴェッサ 木下博之選手、 合田怜選手が参加
（
石
井
江
身
子
）

一
般
社
団
法
人
ア
ク
リ
ル
運
動
部
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

広
域

し
た
。

井
上
邦
楽
会

　

海
外
か
ら
の
観
光
客
が
増
え
続
け
て
い
る
。
日
本
政
府
観
光
局
の
推
計
に
よ

る
と
、
５
月
の
訪
日
外
客
数
は
前
年
同
月
比
16
・
６
％
増
の
２
６
７
万
５
千
人

で
、
５
月
と
し
て
過
去
最
高
を
記
録
。
こ
の
と
こ
ろ
、
単
な
る
名
所
旧
跡
観
光

で
は
な
く
、
茶
道
、
華
道
、
忍
者
な
ど
日
本
文
化
体
験
型
観
光
が
目
に
付
く
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

井上整憧家元（左から５人目）を囲んで。右端は井上紫乃さん

最
後
に
記
念
撮
影

レ
ジ
ェ
ン
ド
選
手
と
の
交
流

右から校長、Ono Aki さん、
１人おいて教諭（幸福小学校で）

キエフエバ ・ ハダシさん、 Ono Aki さん出演

介護体験子どもたちに人気の人形劇魚つりゲームを楽しむ
カレーパンづくり

楽しく調理

スイーツづくり

右からOno Aki さん、エバ・ハダシさん、１人おい
てオリガ・ヴォイチェンコさん（フィナーレで）
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を
贈
呈
し
た
。

　

大
東
氏
は
昭

和
37
年
に
大
阪

市
生
野
区
巽
出

身
の
歴
史
研
究

家
ら
と
巽
史

同
友
会
を
結

成
。
同
年
10
月

か
ら
翌
年
12
月

ま
で
に
巽
の
歴

史
を
掘
り
起
こ

し
た
「
巽
史

話
」
と
い
う
冊

子
を
発
行
し
「
横
野
神
社

盛
衰
記
」
な
ど
の
論
考
を

発
表
し
た
。
聞
き
取
り
等

の
地
道
な
調
査
を
し
な
が
わ
れ
て
い
た
時
期
で
も
あ

り
、
残
念
な
が
ら
第
３
号

で
休
刊
。
そ
れ
で
も
仕
事

を
終
え
た
後
な
ど
の
時
間

を
研
究
に
あ
て
雑
誌
「
河

た
。
こ
れ
ら
の
研
究
活
動

の
実
績
が
大
阪
市
教
育
委

員
会
の
目
に
留
ま
り
大
阪

府
教
育
委
員
会
か
ら
大
阪

府
文
化
財
愛
護
推
進
委
員

就
任
要
請
へ
と
つ
な
が
っ

た
。
そ
れ
以
来
現
在
に
至

る
ま
で
50
年
間
委
員
を
務

め
、
こ
の
制
度
が
発
足
し

て
か
ら
17
期
連
続
の
唯
一

最
長
の
委
員
と
し
て
大
阪

府
の
歴
史
研
究
に
貢

献
し
て
い
る
。

●
巽
地
区
の
歴
史
研

究
に
大
き
く
寄
与
　

昭
和
55
年
に
、
巽
の

歴
史
を
保
存
・
展
示

を
目
的
に
「
巽
の
郷

土
資
料
室
」
を
大
阪

市
立
巽
小
学
校
（
生

野
区
巽
中
３
）
の
一

室
に
開
設
し
た
（
農

具
・
民
具
な
ど
を
展

示
し
現
在
は
不
定
期
に
開

館
し
て
い
る
）。
子
ど
も

た
ち
に
誇
れ
る
郷
土
の
歴

史
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
だ
っ

た
。

　

ま
た
、「
巽
史
話
」
休

刊
か
ら
15
年
が
経
っ
た
頃

か
ら
仕
事
が
落
ち
着
い
て

裕
も
で
き
た
こ
と
も
あ

り
、
昭
和
57
年
生
野
区
に

生
ま
れ
育
っ
た
郷
土
史

研
究
家
ら
５
人
が
集
ま

り
「
郷
土
誌
い
く
の
」
刊

行
会
を
結
成
し
た
。
歴
史

あ
る
生
野
の
旧
家
が
ど
ん

ど
ん
家
屋
を
立
て
替
え
始

め
、
古
文
書
が
散
逸
し
た

り
、
都
市
化
に
伴
い
史
跡

や
道
標
な
ど
の
石
碑
、
町

の
様
子
が
様
変
わ
り
し
て

い
く
こ
と
に
危
機
感
を

持
っ
た
こ
と
が
刊
行
へ
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
「
郷
土
誌
い
く
の
」
は

５
月
・
９
月
・
11
月
の
年

３
回
発
刊
さ
れ
、「
古
老

に
聞
く
」、「
大
地
村
八
幡

宮
と
巽
神
社
の
成
立
」
な

ど
数
多
く
の
論
文
を
発
表

し
巽
地
区
を
含
む
生
野
区

域
の
歴
史
研
究
に
大
き
く

寄
与
し
た
。
昭
和
63
年
に

区
の
歴
史
も
一
応
網
羅
さ

れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

か
ら
第
12
号
を
も
っ
て
終

刊
し
、
そ
の
後
補
筆
索
引

等
を
付
け
て
合
本
に
し

た
。
生
野
区
の
歴
史
を
研

究
す
る
に
は
今
や
な
く
て

は
な
ら
な
い
必
携
の
書
と

な
っ
て
い
る
。

　
「
郷
土
誌
い
く
の
」
終

刊
後
は
、
現
在
横
野
万
葉

で
も
あ
る
大
東
氏
が
中
心

と
な
り
、
平
成
４
年
に
旧

横
野
神
社
の
跡
地
（
生
野

区
巽
西
３
）
に
万
葉
歌
碑

を
建
立
し
た
。
歌
碑
に
は

万
葉
歌
「
紫
之
、
根
延
横

野
之
、
春
野
庭
、
君
乎
懸

管
鶯
名
雲
」（
紫む

ら
さ
き草
の
根ね

延ば

ふ
横
野
の
春
野
に
は
君

を
懸
け
つ
つ
鶯
鳴
く
も
）

と
刻
ま
れ
、
万
葉
集
研
究

家
の
犬
養
孝
氏
が
揮
毫
し

た
。●

楠
正
長
史
跡
公
園
に

も
尽
力

　

大
阪
市
立
新
巽
中
学
校

の
北
東
角
に
楠
正
長
史
跡

公
園
（
生
野
区
巽
南
４
）

が
あ
る
。
こ
の
地
は
昔
河

内
国
渋
川
郡
四
条
村
の
氏

神
天
神
社
の
境
内
が
あ
っ

た
。
室
町
時
代
の
初
期
、

楠
木
正
成
の
孫
と
言
わ
れ

る
楠
正
長
が
隠

れ
住
ん
で
い
た

所
。
こ
の
地
を

史
跡
公
園
に
す
る
た
め
生

野
区
と
掛
け
合
い
、
吉
野

吉
水
院
に
あ
る
楠
家
系
図

を
根
拠
に
粘
り
強
く
交
渉

し
た
。
現
在
「
生
野
区
の

都
市
景
観
資
源
」
に
登
録

も
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
府

文
化
財
愛
護
推
進
委
員
と

し
て
大
東
氏
は
文
化
財
保

護
意
識
の
高
揚
啓
発
に
一

翼
を
担
う
存
在
で
も
あ

る
。�

（
中
野
善
典
）

年
12
月
４
日
生
れ
の
41

歳
、
店
名
の
「
誉
」
は

当
初
お
子
さ
ん
に
命
名

し
よ
う
と
考
え
て
い
た

そ
う
だ
。

　

２
号
店
の
グ
リ
ル
誉

は
ラ
ン
チ
専
門
の
美
味

し
い
洋
食
屋
さ
ん
、
営

業
時
間
は
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
の
11

時
半
～
14
時
。

　

魚
住
さ
ん
は

居
酒
屋
を
８
年

余
り
経
営
し

て
き
た
が
、
洋

食
も
10
年
間
修
業
し
て

お
り
グ
リ
ル
経
営
は
出

店
計
画
の
ひ
と
つ
だ
っ

た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
の
お
薦
め

は
、
デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー

ス
た
っ
ぷ
り
の
へ
れ
と

ん
か
つ
セ
ッ
ト
（
９
８

０
円
）
や
黒
毛
和
牛
の

ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
、
花

園
丼
（
ラ
グ
ビ
ー
め

し
）
等
々
、
毎
日
通
っ

て
も
飽
き
の
こ
な
い
メ

ニ
ュ
ー
が
勢
ぞ
ろ
い

だ
。

　

相
続
税
の
申
告
で
は
、
土
地
を
評
価
し

て
財
産
を
算
出
す
る
わ
け
で
す
が
、
大
き

な
土
地
の
場
合
は
、
潰
れ
地
（
道
路
が
必

要
か
ど
う
か
）
が
必
要
と
な
る
と
評
価

額
を
下
げ
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う

「
広
大
地
の
評
価

方
法
」
の
話
を
し

て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
土

地
が
マ
ン
シ
ョ
ン

に
適
し
て
い
る
土

地
と
な
り
ま
す

と
、
潰
れ
地
が
発

生
し
な
い
の
で
評

価
を
下
げ
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
で
は

マ
ン
シ
ョ
ン
に
適
し
て
い
る
十
地
の
判
断

は
ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
判
断
も
厄
介
な
話
で
、
ど
ん
な
建

物
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
土

地
の
「
建
ぺ
い
率
」
や
「
容
積
率
」
を
調

べ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
で

も
戸
建
て
で
も
、
可
能
な
土
地
の
場
合
に

は
、
地
域
の
過
去
の
状

況
を
調
べ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
10
年
以
上
前

の
地
図
を
引
っ
張
り
出

し
て
き
て
、
開
発
さ
れ

た
エ
リ
ア
を
1
つ
ず
つ

調
べ
て
い
っ
て
、
こ
の

地
域
は
マ
ン
シ
ョ
ン
に

適
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
判
断
せ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
す
。
今
ま
で
の

実
績
に
基
づ
い
て
判
断

す
る
の
で
す
。
古
い
地
図
と
新
し
い
地
図

を
机
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
て
、
こ
こ
は
マ
ン

シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
、
こ
こ
は
戸
建
て

住
宅
に
な
っ
て
い
る
と
、
調
べ
て
い
か
な

い
と
証
明
の
仕
様
が
な
い
の
で
す
。

　

ま
た
そ
の
土
地
が
、
こ
の
地
域
の
標
準

的
な
宅
地
と
比
べ
て
広
い
か
ど
う
か
も
証

明
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら

も
地
図
と
に
ら
め
っ
こ
し
た
り
し
な
が

ら
、
検
討
す
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
何

を
も
っ
て
標
準
と
す
る
か
？　

難
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
比
較
的
、
戸
建
て
の
敷
地
面

積
が
狭
い
エ
リ
ア
で
あ
っ
て
も
、
場
所
に

よ
っ
て
は
大
き
な
宅
地
に
し
て
高
級
感
を

出
し
た
ほ
う
が
売
り
や
す
い
場
合
も
あ
る

の
で
す
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
税
理
士
さ
ん
や
税
務
署

の
職
員
の
皆
さ
ん
が
判
断
で
き
る
で
し
ょ

う
か
。
開
発
業
者
の
立
場
に
な
ら
な
い
と

分
か
ら
な
い
で
す
し
、
業
者
に
よ
っ
て
判

断
も
変
わ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
来
月
は
戸
建
て
に
判
断
し

た
後
、ど
の
様
に
土
地
を
分
け
る
か
で
す
。

�

（
つ
づ
く
）

笑う笑う
税理士

大きな土地の評価方法が変わった②
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税理士 上西　知

上 

小 

阪 

に

本
格
グ
リ
ル

絶
品
！
へ
れ
と
ん
か
つ
セ
ッ
ト

誉
ほまれ

 ２号店 オープン　

八
戸
ノ
里
の

四
季
旬
彩
ダ
イ

ニ
ン
グ
「
誉

ほ
ま
れ
」

の
２
号
店
が
上

小
阪
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。
マ
ス

タ
ー
の
魚
住
直

さ
ん
は
昭
和
51

　
「
高
齢
者
の
こ
と
を『
幸

齢
者
』
と
呼
ば
せ
て
い
た

だ
き
、
ご
本
人
が
望
む
よ

う
な
『
幸
せ
な
最
期
』
を

迎
え
る
た
め
の
お
手
伝
い

を
す
る
『
看
取
り
士
』
と

い
う
存
在
が
、
３
年
前
に

は
全
国
で
ま
だ
１
０
０
人

に
も
満
た
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
こ
の
７
月
で
３
６

２
人
に
な
り
ま
し
た
」

　

こ
の
よ
う
な
内
容
の

「
看
取
り
士
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
」
が
一
般
社
団
法
人

日
本
看
取
り
士
会
（
柴
田

久
美
子
会
長
）
か
ら
届
い

た
直
後
に
、
文
化
講
演
会

「
い
の
ち
つ
ぐ
『
み
と
り

び
と
』」
を
知
り
、
参
加

し
ま
し
た
。

　

７
月
14
日
に
ア
ー
バ
ン

ケ
ア
島
之
内
（
東
大
阪
市

吉
田
本
町
１
―
10
―
13
）

で
開
催
。
主
催
は
社
会
福

祉
法
人
由
寿
会
（
由
井
直

子
理
事
長
）。

　

講
師
は
写
真
家
・
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
世
界

を
駆
け
巡
る
国
森
康
弘
さ

ん
（
43
）。
臨
場
感
の
あ

る
写
真
を
数
々
紹
介
し
な

が
ら
、
次
の
よ
う
に
語
り

始
め
た
の
で
す
。

　
「
看
取
り
の
写
真
を
撮

る
前
は
、
世
界
の
い
ろ
い

ろ
な
紛
争
地
域
・
貧
困
地

域
を
回
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
、
バ
タ
バ
タ
と
子
ど

も
た
ち
が
死
ん
で
い
き
ま

し
た
。
襲
撃
や
爆
撃
に
巻

き
込
ま
れ
て
い
っ
た
子
ど

も
た
ち
。
戦
争
で
親
を
失

っ
た
子
ど
も
た
ち
。
戦
争

が
長
引
い
て
病
院
が
破
壊

さ
れ
治
療
が
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
て
死
ん
で
い
く
子

ど
も
た
ち
。
十
分
な
食
べ

物
が
手
に
入
ら
な
く
な
っ

て
栄
養
失
調
で
亡
く
な
っ

て
い
く
子
ど
も
た
ち
。
こ

れ
は
『
人
災
』
で
す
。
人

災
さ
え
な
け
れ
ば
、
子
ど

も
た
ち
の
多
く
は
も
っ
と

長
く
生
き
ら
れ
た
は
ず
で

す
。
取
材
を
し
て
い
く
な

か
で
、
最
期
は
こ
の
よ
う

な
『
冷
た
い
死
』
で
は
な

く
『
温
か
い
死
』
で
あ
っ

そ
う
い
う
温
か
な
看

取
り
の
場
に
こ
そ
新

た
な
い
の
ち
の
つ
な
が
り

が
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。

天
寿
を
全
う
し
て
い
く
人

の
姿
こ
そ
が
、
温
か
い
死

だ
と
い
う
思
い
に
至
り
ま

し
た
」

　

改
め
て
「
い
の
ち
の
バ
し
た
。

　

臨
終
と
は
「
臨り

ん

命み
ょ
う

終し
ゅ
う

時じ

」
で
す
。
私
た
ち
は
、

見
送
る
側
も
見
送
ら
れ
る

側
も
、「
こ
の
時
」
の
た

め
に
生
き
て
い
く
こ
と
を
な
気
づ
き
を
得
ま
し
た
。

ら
な
い
の
だ
と
大
き

な
け
れ
ば
な

見
つ
め

撮影時期　昭和33年７月
撮影場所　河内山本ー高安間上り（大阪行き急行）

な つ か し い 写 真

　大阪―宇治山田間長距離急行として使用されたものでクロスシート

車両でありましたが、非冷房のため車内は、かなり暑いものでありま

した。

　停車駅は鶴橋・八木・桜井・名張・伊賀神戸・伊勢中川・松阪・伊勢市。

現在の特急並みに少ない停車駅でありました。

〈写真提供〉 読者 ・ 坂口　功

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
に
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明

は
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
発
し
て
い
る
」
と
い
う
考
え
が

根
強
く
、
と
に
か
く
ギ
リ
シ
ャ
が
大
好
き
で
す
。

ギ
リ
シ
ャ
な
ら
何
で
も
Ｏ
Ｋ
と
い
う
雰
囲
気
す
ら

感
じ
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
古
代
ロ
ー
マ
は
あ
ま

り
好
き
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
歴
史
的
に
直
接
支

配
さ
れ
、
彼
ら
の
聖
人
で
あ
る
ペ
テ
ロ
や
パ
ウ
ロ

を
十
字
架
に
か
け
た
と
さ
れ
て
い
る
ロ
ー
マ
人

に
対
し
て
は
、
良

い
感
情
を
抱
い
て

い
な
い
の
で
し
ょ

う
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

文
化
は
ギ
リ
シ
ャ

文
明
と
ロ
ー
マ
文

明
、
そ
れ
に
キ
リ

ス
ト
教
が
融
合

し
、
さ
ら
に
ゲ
ル

マ
ン
人
と
ケ
ル
ト

人
が
入
っ
て
き
た

こ
と
で
形
成
さ
れ

た
と
い
え
る
の
で
す
が
、
特
に
ギ
リ
シ
ャ
へ
の
思

い
入
れ
が
強
い
よ
う
で
す
。
ま
た
ギ
リ
シ
ャ
文
明

が
最
高
で
あ
っ
て
、
後
の
時
代
は
落
ち
目
に
な
っ

て
い
く
だ
け
と
い
う
考
え
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ギ
リ
シ
ャ
が
Ｅ
Ｕ
に
入
れ
た
の
も
、
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
の
そ
の
よ
う
な
考
え
の
お
か
げ
だ
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
視
点
で
書
か
れ
た
本
を
読
ん
で

い
る
と
、
僕

自
身
も
な
ぜ

か
同
じ
見
方

を
し
て
い
る

こ
と
に
気
づ

く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
僕

た
ち
日
本
人

が
読
む
文
献

は
、
当
然
に

日
本
語
で
書

か
れ
た
も
の

が
大
半
で

す
。
原
書
で

読
ん
で
い
る

人
は
、
ご
く

少
数
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
ギ
リ
シ
ャ
や
ロ
ー
マ
の

文
化
に
つ
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
視
点
で
書
か
れ

た
も
の
を
日
本
人
が
翻
訳
し
、
そ
れ
を
私
た
ち
が

読
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
日
本
人
は
す

で
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
的
な
視
点
を
も
っ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
少
な
く
と
も
僕
は
そ
う
で
し
た
か

ら
、
ギ
リ
シ
ャ
の
文
明
や
文
化
に
は
強
い
憧
れ
を

抱
い
て
い
て
、
い
つ
か
自
分
の
目
で
見
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
募
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ギ
リ
シ
ャ
に
着
い
た
の
は
一
九
七
〇
年
（
昭
和

四
十
五
年
）
の
六
月
は
じ
め
で
し
た
。
当
時
の
ア

テ
ネ
は
、
日
本
の
ど
の
都
市
よ
り
立
派
に
見
え
ま

し
た
。
家
々
が
ほ
と
ん
ど
石
で
造
ら
れ
て
い
た
か

ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
街
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
古

代
の
競
技
場
、
大
理
石
の
巨
大
な
石
柱
、
ア
ク
ロ

ポ
リ
ス
、
市
場
の
跡
だ
と
い
わ
れ
る
ア
ゴ
ラ
、
そ

し
て
有
名
な
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
な
ど
の
遺
跡
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
と
い
う
の
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ

に
栄
え
た
ポ
リ
ス

（
都
市
国
家
）
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

た
小
高
い
丘
の
こ

と
で
、
た
い
て
い

自
然
の
丘
の
上
に

砦
や
神
殿
が
築
か

れ
て
い
ま
す
。
パ

ル
テ
ノ
ン
神
殿
は

ア
テ
ネ
の
ア
ク

ロ
ポ
リ
ス
に
あ
っ

て
、
紀
元
前
五
〇

〇
年
頃
に
作
ら
れ

ま
し
た
。
日
本
で
は
縄
文
時
代
の
晩
期
（
理
由
は

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
に
な
っ
て
弥
生
時

代
は
大
幅
に
繰
り
上
げ
ら
れ
、
紀
元
前
五
〇
〇
年

は
弥
生
時
代
前
期
と
す
る
考
え
も
あ
り
ま
す
。
古

い
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
と
い
う
民
族
主
義
的
な
考

え
が
年
代
繰
り
上
げ
の
原
因
と
な
っ
て
い
な
い
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
）
に
当
た
り
ま
す
。
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（
つ
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く
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ギリシャ編

ヨーロッパ人の心の
ふるさとギリシャ

イラスト　久志本雅子

有
楽
製
菓
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
会
長

一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

 

河
合 

伴
治
さ
　
　
ん

大転換の時代─つねに活路あり─

内村航平選手が火付け役

・東大阪市倫理法人会・

倫理経営講演会
　

２
０
０
８
年
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

始
ま
る
直
前
、
日
本
代
表
の
内
村
航
平
選

手
が
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

「
好
き
な
食
べ
物
は
？
」の
問
い
に
、「
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
が
大
好
き
で
す
。
そ
の
中
で
も

ブ
ラ
ッ
ク
サ
ン
ダ
ー
が
大
好
き
で
す
」
と

答
え
て
く
れ
た
。

　

そ
れ
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、

そ
の
記
事
を
読
ん
だ
他
の
新
聞

社
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し

ン
ダ
ー
と
言
っ
て
い
る
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
サ
ン
ダ
ー
と

は
何
で
す
か
？
」

　
「
あ
な
た
は
ブ
ラ
ッ
ク
サ
ン
ダ
ー
知
ら
な
い
ん
で
す

か
？　

と
こ
ろ
で
そ
の
内
村
航
平
っ
て
誰
で
す
か
？
」

　

そ
の
時
、
新
聞
記
者
が
ブ
ラ
ッ
ク
サ
ン
ダ
ー
を
知

ら
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
河
合
さ
ん
は
内
村
航
平

選
手
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

　

日
本
代
表
の
体
操
選
手
の
合
宿
場
に
ブ
ラ
ッ
ク
サ

ン
ダ
ー
を
大
量
に
送
っ
た
。

　

内
村
選
手
は
銀
メ
ダ
ル
を
獲
っ
て
北
京
か
ら
凱
旋

し
た
。
そ
の
年
は
各
地
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

有
楽
製
菓
は
ブ
ラ
ッ
ク
サ
ン
ダ
ー
を
ひ
た
す
ら
に
作

り
続
け
た
。
そ
の
年
、
既
に
１
億
２
０
０
０
万
個
を

製
造
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
空
前
の
大
ヒ
ッ
ト

商
品
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
２
年
の
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
は
内
村
航
平
選

手
は
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
表
彰
式
の
際
、
ブ
ー

ケ
を
観
客
席
に
い
る
母
親
に
投
げ
る
と
、
内
村
選
手

の
母
は
息
子
に
向
け
て
ブ
ラ
ッ
ク
サ
ン
ダ
ー
を
投
げ

返
し
た
。
そ
の
映
像
が
全
世
界
に
流
れ
た
。
ス
ポ
ン

サ
ー
で
も
な
い
企
業
の
商
品
が
テ
レ
ビ
に
映
る
こ
と

は
ご
法
度
な
の
で
、
あ
と
で
大
問
題
に
な
っ
た
よ
う

な
の
だ
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
売
上
は
順
調
に

伸
び
続
け
、
河
合
さ
ん
が
社
長
に
就
任
し
た
当
時
の

２
・
５
倍
ま
で
伸
び
て
い
た
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
快
進
撃
を
病
院
に
い
る
父

に
告
げ
る
と
、
父
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
頷
い
た
。

　

２
０
１
１
年
、
豊
橋
市
の
工
場
を
新
し
く
建
て
直

し
た
。
竣
工
式
は
３
月
14
日
の
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
に
決

め
た
。
工
場
と
機
械
が
大
好
き
な
父
に
、
そ
の
新
し

い
工
場
を
一
目
見
せ
た
く
て
「
東
京
の
病
院
か
ら
、

愛
知
県
豊
橋
の
工
場
へ
必
ず
連
れ
て
い
く
か
ら
。
だ

か
ら
親
父
、
元
気
な
姿
で
神
幸
式
に
来
て
く
れ
」
と

言
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
父
は
そ
の
新
し
い
工
場
を

見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
竣
工
式
の
２
週
間
前
に
亡

く
な
っ
た
。

　

散
々
、
喧
嘩
し
た
父
だ
っ
た
。
父
か
ら
一
言
「
よ

く
や
っ
た
」
と
言
っ
て
欲
し
か
っ
た
。
で
も
、
そ
れ

は
遂
に
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

　

伴
治
さ
ん
は
父
の
遺
品
の
整
理
の
た
め
実
家
を
訪

れ
た
。
そ
こ
で
驚
く
も
の
を
発
見
す
る
。
そ
れ
は
伴

治
さ
ん
が
送
り
続
け
た
ハ
ガ
キ
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
は

綺
麗
に
揃
え
て
大
切
に
し
ま
わ
れ
て
い
た
。

　
「
父
さ
ん
、
こ
れ
見
て
分
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
」

　

伴
治
さ
ん
は
母
に
訊
ね
た
。

　
「
父
さ
ん
、
こ
れ
が
来
る
の
を
毎
日
楽
し
み
に
し

て
い
た
の
よ
」

　

そ
の
言
葉
を
聞
い
た
河
合
さ
ん

は
、
よ
う
や
く
胸
を
撫
で
下
ろ
し

た
。
少
し
だ
け
親
孝
行
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

豊
橋
夢
工
場
。
そ
の
新
し
い
工
場
は
そ
う
名
付
け

ら
れ
た
。
約
２
万
坪
の
広
大
な
面
積
に
建
て
ら
れ
た

工
場
。

　
「
こ
れ
は
自
分
た
ち
で
作
っ
た
工
場
じ
ゃ
な
い
。

天
か
ら
授
か
っ
た
工
場
だ
」�

　

そ
の
悠
然
た
る
姿
を
眺
め
、
伴
治
さ
ん
は
そ
う
感

じ
た
。

　
「
こ
の
工
場
を
使
っ
て
、
社
員
や
他
の
人
を
一
人

で
も
多
く
の
人
を
幸
せ
に
し
な
さ
い
」

　

そ
ん
な
天
命
が
下
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
、
そ
う

語
っ
た
。

た
。

　
「
内
村
航
平
選
手
が
ブ
ラ
ッ
ク
サ

大
ヒ
ッ
ト
商
品
誕
生
秘
話 
完

東大阪公認の花園丼

手作りにこだわり美味しい洋食を作る魚住直さん

東
大
阪
市
上
小
阪
２
―
３
―
10

☎
06
―
７
７
０
９
―
５
６
２
６

営
業
時
間
11
時
半
～
14
時
（
休
日
：
月
・
火
）

寄
　
稿

看
取
り
士 

近
藤
　
博

て
ほ
し
い

と
願
う
よ

ト
ン
リ
レ

う
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

別
れ
や
感
謝
を

ー
」
の
崇
高

交
わ
し
、
温
か
く

さ
を
考
え
さ
せ
ら

見
送
ら
れ
て
い
く
、

れ
た
文
化
講
演
会
で

郷土史家

大東道雄氏

　

大
阪
府
教
育
庁
文

化
財
課
は
７
月
11

日
、
大
阪
府
中
央
図

書
館
内
に
あ
る
ラ
イ

テ
ィ
ホ
ー
ル
（
東
大

阪
市
荒
本
北
１
）
で

大
阪
府
文
化
財
愛
護

推
進
委
員
制
度
が
始

ま
っ
て
50
年
を
記
念

し
発
足
当
時
か
ら
委

員
を
務
め
て
い
る
大

東
道
雄
氏
（
80
）

ら
研
究
発
表
を
続
け

内
文
化
」
な
ど
に
論
文

き
て
時
間
的
余

会
の
顧
問

の
投
稿
を
続
け

＝
写
真
右
＝

た
が
、
結
婚
や

に
感
謝
状

仕
事
に
追

大
阪
府
文
化
財
愛
護
に
貢
献

　大学を卒業しインターン、 そして一般外科研
修の後ザンビア共和国の診療所へ赴任。 １ドル
360 円の超円安の中、 持ち出し限度額の２万円
を持って日本を飛び立つ。 その後、 アフリカ、 
ヨーロッパ、 アメリカを放浪して大阪万博に沸く
日本に帰国。 70 歳を記念して寄った先々での
エピソードを綴り、 上梓。イラストは久志本雅子。 
Ａ５判188頁並製本、定価：本体1620円（税込み）
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊤
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊥
各Ａ５判並製本、定価：本体 1620 円（税込み）
 （引き続き㊦発行予定）

写真を使い講演する國森康弘さん

い
の
ち
の
バ
ト
ン
リ
レ
ー
を
考
え
る

文 化 講 演 会

いのちつぐ 「みとりびと」

大阪府教育庁より表彰

感謝状を贈呈される大東道雄氏（右）



東　　　 大　　　 阪 （４）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成３０年８月１５日（水）

　

新
風
書
房
（
大
阪
市
天

王
寺
区
）
か
ら
毎
年
発
行

さ
れ
て
い
る
「
孫
た
ち
へ

の
証
言
」の
第
31
集（
写
真
）

戦時体験集
「孫たちへの証言」
第 31 集 発行

新風書房

Ⓐ
木
村
祥
一
郎
先
生 （
木
村

石
鹸
工
業
株
式
会
社
代
表
取

締
役
社
長
）
の
「
魔
法
の
お

そ
う
じ
」
は
、
身
近
な
話
題

を
ク
イ
ズ
形
式
で
進
め
る
ユ

ニ
ー
ク
な
授
業

　
「
お
風
呂
の
鏡
を
き
れ
い
に

す
る
方
法
を
選
ん
で
く
だ
さ

い
。
①
水
で
流
す
、
②
洗
剤
を

使
う
、
③
お
酢

を
か
け
る
、
④

砂
糖
水
を
か
け

る
」

　
「
正
解
は
③

で
す
。
水
道
水

に
は
、
カ
ル
シ

ウ
ム
や
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
な
ど
の

ミ
ネ
ラ
ル
が
含

ま
れ
て
い
ま

す
。
白
く
な
っ

て
い
る
の
は
水

道
水
に
ミ
ネ
ラ

だ
。
誰
が
演
じ
て
も
思
わ

ず
笑
っ
て
し
ま
う
。
②
ろ

ま
ん
亭
砂ス

ナ
イ
パ
ー

一
八
＆
芋
野
さ

ん
「
民
謡
三
十
石
」
砂
一

八
さ
ん
の
尺
八
と
久
宝
寺

緑
地
民
謡
会
の
芋
野
さ
ん

が
鍛
え
上
げ
た
喉
を
披
露

し
て
く
れ
た
。
③
爪
田
家

ら
い
む
さ
ん
「
道
具
屋
」

こ
れ
ま
た
コ
レ
ク
タ
ー

ズ
・
ア
イ
テ
ム
の
ネ
タ
で
、

よ
く
こ
な
れ
た
語
り
口
で

客
席
を
噺
に
引
き
込
ん
で

い
た
。
④
関
大
亭
忍
狂
さ

ん
「
茶
漬
け
幽
霊
」
珍
し

い
ネ
タ
だ
。
マ
ク
ラ
で
あ

ま
り
人
が
や
ら
な
い
の
で

ダ
メ
出
し
を
さ
れ
に
く
い

等
と
ト
ボ
け
た
こ
と
を

言
っ
て
い
た
が
、
ペ
ー
ソ

ス
が
あ
り
面
白
か
っ
た
。

⑤
関
大
亭
学
乱
さ
ん
「
動

物
園
」
小
学
校
や
初
心
者

向
け
に
は
大
受
け
間
違
い

な
し
の
鉄
板
ネ
タ
だ
。
ネ

タ
が
分
か
っ
て
い
て
も
楽

し
い
の
が
落
語
の
素
晴
ら

し
い
と
こ
ろ
だ
。

　

次
は
い
よ
い
よ
プ
ロ
の

登
場
。
桂
三
象
さ
ん
は
ツ

イ
ッ
タ
ー
ふ
う
に
小
噺
と

も
ボ
ヤ
キ
と
も
つ
か
な

い
、
滑
り
か
け
の
洒
落
ネ

タ
を
長
い
マ
ク
ラ
に
振
っ

て
く
れ
た
。
お
約
束
の
艶

や
か
な
着
物
と
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
の
正
装
に
着
替
え

て
、
哀
愁
の
こ
も
っ
た
舞

い
を
披
露
す
る
と
万
雷
の

拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

桂
三
歩
さ
ん
の
演
目
は

「
お
楽
し
み
」。
輪
廻
転
生

を
テ
ー
マ
に
、「
あ
の
世

と
こ
の
世
」
そ
し
て
「
そ

の
世
」
を
差
配
す
る
係
と

の
丁
々
発
止
の
や
り
取
り

を
、
面
白
お
か
し
く
噺
を

広
げ
て
楽
し
ま
せ
て
く
れ

た
。

 

（
小
川
秀
人
）

　

６
月
23
日
梅
雨
の
ほ
ど

良
い
お
湿
り
の
な
か
、
八

　
「
夢
を
見
て
、夢
を
語
り
、

夢
を
つ
な
い
で
、
夢
を
叶

え
る
場
所
を
作
り
た
い
」

　

そ
う
熱
く
語
る
の
は
、

山
口
整
骨
院
院
長
の
山

口
修
平
さ
ん

（
33
）。

　

山
口
さ
ん
は

６
月
４
日
〜
16

日
に
「
え
ん
と

つ
町
の
プ
ペ
ル

光
る
絵
本
展
in

ア
リ
オ
八
尾
」
を
開
催
し

た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
口
コ
ミ
で

広
が
り
、
延
べ
６
０
０
０

人
が
来
場
。
こ
ど
も
園
や

介
護
施
設
の
遠
足
と
し
て

来
場
し
た
人
も
多
か
っ
た
。

　

開
催
の
き

っ
か
け
は
昨

年
に
遡
る
。

奈
良
の
明
日

香
村
で
開
催

さ
れ
た
「
え

ん
と
つ
町
の

プ
ペ
ル
光
る
絵
本
展
」
を

見
た
山
口
さ
ん
。
心
打
た

れ
、
生
ま
れ
育
っ
た
八
尾

で
も
開
催
し
た
い
と
い
う

強
い
思
い
を
抱
い
た
。
そ

の
場
に
い
た
作
者
で
あ
る

西
野
亮
廣
さ
ん
（
芸
人
）

に
直
談
判
し
た
と
こ
ろ
、

即
Ｏ
Ｋ
が
出
た
。
西
野
さ

ん
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
何

度
も
連
絡
を
取
り
合
っ

て
、細
か
い
点
を
詰
め
た
。

　

同
時
に
山
口
さ
ん
は

協
力
者
を
求
め
た
。
力

に
な
っ
て
く
れ
た
の
が

thanks to Aroma

代
表
の

西
田
伸
恵
さ
ん
（
47
）
だ

っ
た
。
人
脈
の
広
い
西
田

さ
ん
は
次
々
と
縁
を
結
ん

だ
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
利
用
し
、

ス
タ
ッ
フ
は
１
０
０
人
を

超
え
た
。

　

光
る
絵
本
に
は
見
る
者

を
元
気
付
け
る
力
が
あ
る
。

会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
笑
顔

の
花
が
咲
い
て
い
た
。

　

最
終
日
は
西
野
さ
ん
の

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
を
開
い

た
。「
え
ん
と
つ
町
の
プ

ペ
ル
」
の
映
画
化
が
決
ま

っ
て
お
り
、
そ
の
シ
ナ
リ

オ
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で

話
す
と
い
う
ス
タ
イ
ル
だ

っ
た
。
絵
本
は
全
体
の
ス

ト
ー
リ
ー
の
一
部
だ
っ
た

こ
と
が
分
か
り
、
参
加
者

は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
聞

い
て
い
た
。

　

光
る
絵
本
展
が
終
わ
り

２
カ
月
経
つ
が
、
山
口
さ

ん
は
す
で
に
新
た
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

実
現
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
。
そ
れ
は
プ
ペ

ル
展
号
だ
。
バ
ス
を
改
造

し
て
、
移
動
光
る
絵
本
展

を
開
こ
う
と
考
え
て
い

る
。
入
院
中
の
子
ど
も
や

お
年
寄
り
に
光
る
絵
本
を

見
て
も
ら
い
励
ま
そ
う
と

い
う
も
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
山
口
さ

ん
は
若
者
の
夢
を
応

援
す
る
「
ク
ソ
ガ
キ
塾
」

立
ち
上
げ
も
同
時
に
始
め

て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
し
な
が

ら
、
夢
実
現
の
サ
ポ
ー
ト

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

八尾市山本町南
 ６－６－ 18　
TEL072 － 999 － 9370

山口整骨院

　

８
月
８
日
、
近
鉄
八
尾

駅
前
商
業
施
設
リ
ノ
ア
ス

の
８
階
に
も
の
づ
く
り
エ

ン
タ
ー
メ
ン
ト
施
設
「
み

せ
る
ば
や
お
」（
藤
原
義

春
代
表
理
事
＝
株
式
会
社

藤
原
電
子
工
業
代
表
取
締

役
）
が
発
足
し
た
。
８
月

８
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
を
前
に
内
覧
会
が
７
月

20
日
午
後
開
か
れ
、
八
尾

市
政
だ
よ
り
で
応
募
し
た

子
ど
も
ら
34
人
を
含
め
約

１
５
０
人
が
参
加
し
た
。

　

藤
原
代
表
理
事
は
「
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
の
時
に

は
１
０
０
社
に
し
た
い
。

更
に
３
０
０
社
に
お
願
い

し
て
、
元
気
な
中
小
企
業

４
０
０
社
に
し
た
い
。
４

０
０
社
が
そ
れ
ぞ
れ
の
企

業
の
強
み
な
ど
を
活
か
し

て
い
け
ば
新
し
い
産
業
を

生
み
出
す
こ
と
も
で
き

る
」
と
可
能
性
を
力
強
く

訴
え
た
。
ま
た
、
田
中
誠

太
八
尾
市
長
は
「
モ
ノ
づ

く
り
を
楽
し
む
子
ど
も
ら

が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。
な
か
な
か
面
白
い

と
こ
ろ
や
。
一
度
行
っ
て

み
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

八
尾
の
地
を
こ
よ
な
く

愛
す
る
も
の
づ
く
り
企
業

35
社
が
、
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
た
い
夢
や
思
い
を
分

か
り
や
す
く
表
現
す
る
場

を
立
ち
上
げ
た
。「
み
せ

る
ば
や
お
」
の
会
員
企
業
・

協
賛
企
業
は
70
社
（
７
月

20
日
現
在
）
と
な
り
、
理

事
会
メ
ン
バ
ー
６
社
で
運

営
さ
れ
る
。
八
尾
市
は
特

別
会
員
と
し
て
場
の
提
供

者
と
し
て
家
賃
や
改
装
費

な
ど
を
負
担
し
基
盤
整
備

を
担
う
。

　

８
階
の
約
５
５
０
㎡

（
約
１
６
６
坪
）
の
ホ
ー
ル

に
は
シ
ョ
ッ
プ
エ
リ
ア
、

キ
ッ
ズ
エ
リ
ア
、
カ
フ
ェ

エ
リ
ア
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
エ
リ
ア
、
企
業
展
示
エ

リ
ア
、
映
像
エ
リ
ア
な
ど

が
あ
り
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
イ
キ
イ
キ
、
ノ
ビ

ノ
ビ
と
遊
び
な
が
ら
学
べ

る
。

　

広
報
担
当
の
総
務
部
市

政
情
報
課
の
牧
野
晃
課
長

補
佐
（
44
）
は
「
子
ど
も

ら
が
楽
し
そ
う
に
し
て
い

る
の
を
見
て
、
非
常
に
嬉

し
く
思
っ
て
い
る
」
と
胸

を
張
っ
た
。

　

世
代
や
業
界
を
超
え
八

尾
の
未
来
を
つ
く
り
だ
す

仕
組
み
と
仕

掛
け
が
で
き

た
。
子
ど
も

た
ち
は
本
気

度
を
見
抜
く

に
違
い
な

い
。
八
尾
に

戻
っ
て
き
た

若
者
が
八
尾

を
何
と
か

し
た
い
と
い

う
。
そ
れ
だ

け
に
熱
い
郷

ル
が
入
っ
て
い
る
か
ら
。
そ
れ

を
き
れ
い
に
流
し
と
る
の
は
お

酢
で
す
。
危
険
で
す
か
ら
洗
剤

な
ど
と
混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い
」

　

優
し
く
説
く
木
村
先
生
。

Ⓑ
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
で
対

話
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

　

ホ
ー
ル
入
口
で
「
み
ん
な
の

お
顔
を
見
て
お
し
ゃ
べ
り
す
る

よ
」
と
い
う
株
式
会
社
藤
原
電

子
工
業
の
ロ
ボ
ッ
ト
・
ミ
ミ

ち
ゃ
ん
は
人
工
知
能
を
持
つ
。

　

お
客
さ
ん
が
「
ア
ン
パ
ン
マ

ン
み
た
い
な
顔
を
し
て
、
何
を

や
っ
て
い
る
の
？
」
と
問
い
か

け
る
と
、
ミ
ミ
ち
ゃ
ん
は
「
こ

れ
は
白
ご
飯
か
も
」「
カ
レ
ー
パ

ン
ど
う
ぞ
」
と
変
な
答
え
。
お

か
し
な
反
応
に
今
年
５
月
入
社

の
新
人
君
、
開
発
部
の
畑
中
雄

介
さ
ん
（
21
）
は
「
ま
わ
り
の

雑
音
を
拾
う
の
で
ま
だ
完
璧
で

土
愛
と
使
命
感
に
裏
打

ち
さ
れ
た
新
し
い
か
た

ち
の
地
域
の
成
長
と
充

実
を
期
待
し
た
い
。

　
「
新
名
所
ス
マ
ー
ト
・

ス
ペ
ー
ス
〝
み
せ
る
ば

や
お
〞
で
会
お
う
！
」

が
合
言
葉
に
な
る
日
は

近
い
だ
ろ
う
。

 

（
石
河
亮
平
）

は
な
く
、
静
か
に
な
れ
ば
き
ち

ん
と
対
応
し
ま
す
」と
話
し
、「
新

し
い
こ
と
を
勉
強
し
て
い
る
の

で
仕
事
は
楽
し
い
」
と
語
っ
た
。

Ⓒ
Ａ
ｒ
Ｔ
ｅ
Ｃ
エ
ジ
ソ
ン
ア

カ
デ
ミ
ー
の
「
ロ
ボ
ッ
ト
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
教
室
」

　

小
学
４
〜
６
年
生
を
対
象
に

「
ク
リ
ッ
ク
で
き
ま
す
か
、
ダ
ブ

ル
ク
リ
ッ
ク
は
知
っ
て
い
ま
す

か
。
マ
ウ
ス
の
握
り
方
を
正
し

く
覚
え
ま
し
ょ
う
。
ド
ラ
ッ
グ

…
」
な
ど
基
本
説
明
か
ら
始
ま

り
目
の
前
に
配
ら
れ
た
ロ
ボ
ッ

ト
を
動
か
す
ま
で
を
学
ぶ
。

　
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
順
番

が
大
事
」
だ
と
人
間
の
歩
く
動

作
を
分
解
し
て
の
説
明
は
分
か

り
や
す
い
。

八尾市議会 ９月定例会の日程

　

あ
っ
と
い
う
間
に
メ
ジ
ギ
リ
ヤ
に
到
着
し
た
。

時
計
を
見
る
と
40
分
ほ
ど
経
っ
て
い
る
。し
か
し
、

体
内
時
計
は
５
分
し
か
進
ん
で
い
な
い
。

　

こ
れ
が
元
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
統
領
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ

チ
の
家
だ
。
門
構
え
か
ら
し
て
威
圧
的
で
あ
る
。

　

タ
ク
シ
ー
を
降
り
る
と
、
喉
が
カ
ラ
カ
ラ
な
の

に
気
づ
い
た
。
調
子
に
乗
っ
て
喋
り
す
ぎ
て
し
ま

っ
た
。

　
「
冷
た
い
も
の
で
も
ど
う
で
す
か
」

　

ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
は
頷
い
た
。

　

メ
ジ
ギ
リ
ヤ
は
す
で
に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
化
し
、

門
の
前
に
は
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
で
き
て
い
る
。

　

ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
は
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
、
私
は

コ
カ
・
コ
ー
ラ
を
注
文
す
る
。

　

ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
は
「
カ
ン
パ
イ
」
と
恥
ず
か
し

そ
う
に
グ
ラ
ス
を
掲
げ
る
。
日
本
語
を
覚
え
て
い

る
わ
よ
、と
言
い
た
げ
な
表
情
を
作
っ
て
見
せ
た
。

私
が
最
初
に
教
え
た
日
本
語
だ
。
確
か
、
マ
イ
ダ

ン
（
独
立
広
場
）
に
あ
る
寿
司
屋
で
。
泡
立
っ
た

ビ
ー
ル
が
テ
ー

ブ
ル
に
来
た
と

き
、「
日
本
語

で
何
と
言
う
の

で
す
か
」
と
私

の
目
を
覗
き
込

ん
だ
の
を
覚
え

て
い
る
。

　
「
乾
杯
、
と

言
い
ま
す
」

　
「
カ
ン
パ
イ
、

カ
ン
パ
イ
！　

日
本
語
を
覚
え

ま
し
た
」

　

幼
子
が
初
め

て
言
葉
を
話
し

た
と
き
の
よ
う
な
満
足
げ
な
表
情
に
愛
ら
し
さ
を

感
じ
る
。
そ
ん
な
過
去
の
シ
ー
ン
が
脳
裏
に
浮
か

ぶ
。

　

あ
ま
り
に
も
喉
が
乾
い
て
い
た
の
で
、
半
分
ほ

ど
コ
カ
・
コ
ー
ラ
を
喉
に
流
し
込
ん
だ
。
ス
ベ
ト

ラ
ー
ナ
は
小
さ
な
口
で
ス
ト
ロ
ー
を
く
わ
え
、
少

し
ず
つ
吸
っ
て
い
る
。
蜜
蜂
が
蜜
を
吸
っ
て
い
る

よ
う
で
見
と
れ
て
い
る
と
、
彼
女
は
は
に
か
ん
で

頬
を
染
め
た
。

　
「
ご
め
ん
な
さ
い
。じ
っ
と
見
て
し
ま
い
ま
し
て
」

　
「
私
の
飲
み
方
、
お
か
し
い
か
し
ら
」

　
「
そ
う
で
は
な
く
て
、
反
対
で
す
。
と
て
も
エ

レ
ガ
ン
ト
で
す
」

　

と
っ
て
つ
け
た
よ
う
な
返
事
し
か
で
き
な
い
自

分
を
恥
じ
た
。

　

ド
リ
ン
ク
を
飲
み
干
し
、
い
よ
い
よ
ヤ
ヌ
コ
ー

ヴ
ィ
チ
の
家
へ
。
入
口
の
チ
ケ
ッ
ト
売
り
場
で
１

０
０
フ
リ
ブ
ナ
（
約
４
２
０
円
）
の
入
場
券
を
２

枚
買
っ
た
。

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
107

メジギリヤに着く

ウクライナ

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
文
化 

・ 

芸
能
を
紹
介

民族音楽に合わせて踊る女子学生

29年迎えたオオサカ ・ イン ・ ザ ・ ワールド
　オオサカ・イン・ザ・ワールドが今年で29年を迎え
た。これまで27カ国から若者を迎え、その国の文化・
芸能を紹介。今年はウズベキスタンのタシュケン
ト東洋学大学日本語学科のグループを迎えた。
　八尾市では７月20日にプリズムホール・レセプ
ションホール（八尾市光町２）でイベントを開い
た。歌や踊りを通してウズベキスタンの文化を紹
介。寸劇では、ウズベキスタンの結婚の風習をお
もしろおかしく演出した。
　最後は陽気なウズベキスタンの音楽に合わせ参
加者も交えて踊った。

寄附禁止のルールを守ってきれいな選挙
　お金のかからない、きれいな選挙を実現するため、選挙期間中に
限らず、つぎの行為をすることは法律で禁止されています。

八 尾 市 選 挙 管 理 委員会
八尾市明るい選挙推進協議会

政治家が寄附をすること

政治家に対して寄附の勧誘・要求をすること

後援団体が寄附をすること

政治家が時候のあいさつ状を出すこと

政治家や後援団体があいさつを目的とする有料広告を出すこと

○

○

○

○

○

自
ら
夢
に
向
か
っ
て
突
き
進
む
山
口
修
平
さ
ん

山口整骨院院長

山口修平さん

尾
の
人
気
寄
席
喜
楽
亭
に

て
「
喜
楽
亭
関
大
寄
席
」

が
催
さ
れ
た
。

　

お
馴
染
み
ブ
ッ
ダ
ア
ー

チ
の
軽
妙
な
司
会
で
ス

タ
ー
ト
、
ま
ず
は
中
川
政

雄
席
亭
が
な
に
わ
大
賞
へ

の
ノ
ミ
ネ
ネ
ー
ト
を
ネ
タ

に
、
大
い
に
客
席
を
沸
か

せ
た
。

　

こ
の
日
は
喜
楽
亭
副
席

亭
・
矢
野
宗
宏
さ
ん
（
爪

田
家
ら
い
む
）
の
肝
い
り

で
、
関
西
大
学
落
語
研
究

会
出
身
の
ア
マ
５
人
、
プ

ロ
２
人
の
楽
し
い
顔
ぶ
れ

の
落
語
会
だ
っ
た
。

　

①
千
里
家
バ
カ
ボ
ン
さ

ん
「
手
水
廻
し
」
落
語
好

き
な
ら
ば
定
番
の
ネ
タ

住所：八尾市光町２-65 リノアス８階
開館日時：10時～ 20時（休館日は火曜日、
祝日の場合は翌日、その他指定する日）
入館料：一般利用者はビジター会員登録と
して初期登録料￥200（１年間有効）

Peace of the Earth 2018-2019
ウルトラマンライブ

ウルトラマンルーブ、ウルトラマンジード、ウルトラマンオーブ、
ウルトラヒーローが大活躍のライブステージ！ みんなで一緒に応援しよう !!  
第１部：ウルトラヒーローズ　ソングライブ
第２部：ほんとうの勇気

■公演日程
平成30（2018）年 10月13日(土)、14日 (日)
開演 10:30／ 15:00（客席開場は各回・開演30分前）
 【1日 2回、全4回公演：公演時間約100分】  
■会場 プリズムホール大ホール（八尾市文化会館）  
■入場料　全席指定・税込 
一　般 【1階席】3,200円　【2階席】1,500円
友の会 【1階席】2,900円　【2階席】1,350円

＊プリズムクラブ（友の会）先行発売　6月9日（土）10:00～　
＊一般前売発売　　6月10日（日）10:00～  

サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。

　

 物産株式会社 TEL.06-6533-1271
お問い合わせはお気軽に

本　社 〒550-0015　大阪市西区南堀江4丁目33番29号
 E-mail ： info@sankobussan.co.jp
 http://www.sankobussan.co.jp/

東京営業所 
名古屋営業所 
大阪営業所 
和歌山営業所 
福岡営業所 

キッチン・トイレ・バス・洗面のリフフォームはもちろん、畳の表替えや、外装・耐震補強など、お家のあらゆるご相談に応じます。
4,104

第６回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：平成 30年９月７日（金）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1993 年４月２日～ 2003 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成30年10月14日（日）
　　　　　14時～17時30分
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

日　程 名　　　称
8月24日㈮ 議会運営委員会
8月28日㈫ 議会運営委員会
9月7日㈮ 本会議（第 1日）
9月10日㈪ 本会議（予備日）
9月11日㈫ 本会議（予備日）

9月13日㈭ 建設産業常任委員会
予算決算常任委員会　建設産業分科会

9月14日㈮ 文教常任委員会
予算決算常任委員会　文教分科会

9月18日㈫ 保健福祉常任委員会
予算決算常任委員会　保健福祉分科会

9月19日㈬ 総務常任委員会
予算決算常任委員会　総務分科会

9月25日㈫ 予算決算常任委員会　全体会
9月27日㈭ 議会運営委員会

9月28日㈮
本会議（第 2日）
予算決算常任委員会　全体会

10月9日㈫ 予算決算常任委員会　保健福祉分科会
10月10日㈬ 予算決算常任委員会　建設産業分科会
10月11日㈭ 予算決算常任委員会　文教分科会
10月12日㈮ 予算決算常任委員会　総務分科会
10月22日㈪ 予算決算常任委員会　全体会
10月23日㈫ 議会運営委員会
10月24日㈬ 本会議（第 3日）

喜楽亭喜楽亭喜楽亭

喜楽亭 関大寄席

プ
ロ ・ 

ア
マ
７
人
が
熱
演

子どもたちに
夢を伝える
みせるばやお
リノアス８階
８月８日オープン

を
す
る
と
い
っ
た
も

の
。
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
準
備
し
て
い

る
。

　

夢
に
向
か
っ

て
突
き
進
む
山

口
さ
ん
の
周

り
に
は
次
か

ら
次
へ
と
人

が
集
ま
っ

て
い
る
。

行
っ
て
、 操
作
し
て
、 考
え
て

みせるばやお

き らく てい

が
８
月
１
日
に
発

行
さ
れ
た
。
74
編

が
掲
載
さ
れ
、
胸

を
打
つ
体
験
が
あ

ふ
れ
て
い
る
。

　

終
戦
か
ら
73
年

経
ち
、
戦
場
体
験
を
書
か

れ
る
人
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
。
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦

に
従
事
し
た
澤
田
源
一
さ

ん
（
京
都
市
・
95
）、
特
攻

出
撃
前
、
網
膜
剥
離
で
離

隊
し
た
佐
藤
明
芳
さ
ん（
徳

島
市
・
90
）、
硫
黄
島
へ
決

死
の
物
資
輸
送
特
攻
を
敢

行
し
た
藤
田
馨
さ
ん
（
西

宮
市
・
90
）
と
い
ず
れ
も

を
機
に
若
手
編
集
者
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
し
、
１
万
７

千
を
超
え
る
未
掲
載
原
稿

の
整
備
に
着
手
す
る
予
定

だ
。福
山
琢
磨
社
長
は「
未

掲
載
の
原
稿
を
埋
も
れ
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
容
易

に
捜
し
出
せ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
原

稿
に
生
命
を
吹
き
込
む
必

要
が
あ
る
」
と
語
る
。

　

Ｂ
６
判
２
４
２
頁
で
定

価
１
６
２
０
円
（
税
込

み
）。
申
し
込
み
は
新
風

書
房
（
☎
06
―
６
７
６
８

―
４
６
０
０
）
へ
。

高
齢
だ
。

　

平
成
終
幕

Ｃ

Ｂ

Ａ

夢
を
叶
え
る
場
所
を
作
り
た
い

中川政雄席亭

ろまん亭砂一八＆芋野さん

関大亭忍狂さん

桂三象さん

千里家バカボンさん

爪田家らいむさん

関大亭学乱さん

桂三歩さん
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